「アフリカの感染症を知る」シリーズ 第5回講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　
アフリカ協会文化・社会委員会主催「アフリカの感染症を知る」シリーズの第5回講演会のご案内です。
前回は長崎大学熱帯医学研究所有吉紅也教授に、現在も年間150万人近い人が感染していると言われるHIV/AIDSに関してご講演を頂きましたが、今回は国立国際医療研究センター熱帯医学・マラリア研究部長である狩野繁之先生にお話を伺います。

HIV/AIDS、肺炎とならぶ世界3大感染症の一つであるマラリアは、熱帯から亜熱帯にかけて広く分布するマラリア原虫によって引き起こされる感染症ですが、WHOの統計によると2020年には
2億４千万人が発症し62万7千人が死亡していると推計されています。
サハラ以南のアフリカは、最も重いマラリアの負担を抱えており、2020年にはマラリアの全症例の約 95 % 、全死亡者の 96 % を占めています。この地域の死亡者の約 80 % は 5 歳以下の
子どもたちとなっています。
最近は温暖化の影響で、媒介蚊の寿命が伸びたりマラリア病原体の活性化が進むと言われています。地球温暖化の問題とも密接な関係を持つマラリアに関しての注目すべき講演であり、多数の皆様のご視聴を期待しております。
概要
日時：　2023年1月19日（木）　14時から15時30分予定
場所：　オンライン（ZOOM）
テーマ：　マラリア－2030年までの排除への課題
講演者：　狩野繁之　　　　国立国際医療研究センター　熱帯医学・マラリア研究部長
司会：　　池上清子　　　　長崎大学大学院客員教授、アフリカ協会理事、
野口英世アフリカ賞選考委員
プログラム
　14時00分　　 開演
　14時00分　　 開催挨拶・講師紹介（池上清子委員長）
　14時10分　　 講演　　　　　　　（狩野繁之国立国際県有センター
熱帯医学・マラリア研究部長）　
　15時00分　　 質疑応答　　　　　（司会：池上清子委員長）
　15時30分　　 終了
文化・社会委員会主催「アフリカの感染症を知る」シリーズ
第5回講演会　
講師略歴
池上清子：（いけがみ　きよこ）
国連難民高等弁務官事務所、国連本部、国連人口基金を経て、現在長崎大学大学院客員教授
（熱帯医学・グローバルヘルス研究科）。
また、（公財）ジョイセフ、国際家族計画連盟ロンドン本部、（公財）プランインターナショナルジャパン（理事長）、日本赤十字社（常任理事）など多くの市民社会組織（CSOｓ）で経験を積む。一貫して、開発途上国の女性の健康推進、自立支援に携わっている。

狩野繁之：（かのう　しげゆき） 

1986年群馬大学医学部卒。91年群馬大学大学院医学研究科博士課程（寄生虫学）修了（医学博士）。
同年、群馬大学医学部寄生虫学教室助手、講師、助教授をへて、98年国立研究開発法人国立国際医療研究センター（NCGM）研究所 熱帯医学・マラリア研究部長就任。
所属学会は、日本熱帯医学会理事長、日本寄生虫学会理事 等。
学術関係受賞は、2020年第46回「大山健康財団賞」22年外務大臣表彰、第11回「相川正道賞」（日本熱帯医学会）等。
